
令和3年度 学校評価アンケート 保護者自由記述欄のコメント 

 

【感謝の言葉】72コメント中 49件が好意的意見 

●「担任の先生に感謝」･･･多数。 

「親身に相談に乗ってくれる」「授業がわかりやすい」「一人ひとりの長所を伸ばしてくれる」「いけないこ

とをしたときは毅然と叱ってくれる」「子どもに寄り添ってくれている」「子どもの目線に向き合ってくれて

いる」「学級通信のお陰で学校の様子がよく伝わってくる」「学習でわからないことがあっても丁寧に教えて

くれる」「子ども達をほめて自己肯定感を高めてくれている」「先生の面白エピソードを子どもが話してくれ

て，先生との関係が良好なのがよくわかる」「休み時間一緒に遊んでくれる」「クラスの居心地が良い」etc. 

●「教職員の皆さんに感謝」 

「子どもが楽しく安心して通えるのも教職員のお陰」「イレギュラーな対応にも真摯に向き合ってくれてい

る」「とても風通しの良い環境の学校だと思う」「先生方が相談しやすい」「様々な工夫をしてくださってい

る」 

●「行事再開に感謝」 

「代替行事を行わなかった昨年度に比べ，工夫してリスクとのバランスを考えて運動会や校外学習をして

くれた」「授業参観や持久走大会までやってくれた」「行事を再開してくれたことに感動」「市内で一泊でも

林間学校を実施してくれてありがたかった」「修学旅行は実施できることを最優先し，県内に変更し，特別

列車，鋸山登山（雨で登れなくとも）などたくさんの体験活動ができ，思い出づくりができた」「たくさん

の行事ができて，子ども達の笑顔がたくさん見られた」「コロナ禍の中、いろいろ工夫して行事ができるよ

うに工夫してくれた」 

●「オンラインに感謝」 

「オンラインの授業に取り組んでくれてありがたい」「YouTube の配信は子どもの様子もわかりとても良

かった」「自主休校していた時にも，短時間でオンライン授業の準備を整え実施してくれて助かった」「授業

参観や学習発表会もYouTube の配信で子どもの活動する姿がわかって良かった」 

●「安全見守りに感謝」 

「地域の町会ボランティアさんがいつも見守ってくださってありがたい」「大雨の日にも見守ってくれてい

た」「登下校指導を先生方がしてくれている」「安心して通わせることのできる学校だと思う」「毎日，旗振

りに立ってもらって小学生はもとより，中学生の安全も見守ってもらっている」「危険な箇所が多い通学路

なので，見守りに立ってもらえるのはありがたい」「肉屋前だけでなく，サルビア門にも先生方が立ってく

れて助かる」 

●「その他の活動」 

「コロナ対応をよくやってもらっている」「ホームページがよく更新され，子どもの活動の様子がわかる」

「SDGｓなど子ども達が高い意識を持って，ポスターづくりや大堀川の清掃など活動していて良い」 

 

【提案】 

・コロナが収まったら，歯磨き指導を復活してほしい。 

・持久走では，マスクを外させても良いのでは。酸欠や熱中症も心配。 

・校舎外壁が汚すぎるので，塗り替えをしてほしい。 

・職員室前の池の水が汚いので，掃除をしてほしい。 

・PC 配付されているのに，早退して休んだときに持って帰らずオンラインができなかった。 

・音読の課題をひと工夫してほしい。同じ話が続くと飽きてしまうようで，日によって読む場所を変えたり



自分の本を読むなど様々な方法があっても良いように思う。 

・週１程度でよいので，日記を書かせてほしい。 

・習っていない漢字を書いてはいけないと担任から言われている←子どもの学びの意欲を阻止していない

か⇒漢字に興味を持つ子の意欲を広げるための工夫をしてほしい。 

・タブレットを使った授業で，生徒全員の理解度を先生がちゃんと把握できているのかが不安。視力低下も

心配。授業参観でアプリが起動せず，その後も動きが悪い←ネット環境の問題 

 ⇒タブレット学習は評価の観点など明確化する必要はある。学校全体で研修の機会を作る。 

・子どもの安全から，見守りの人数をもっと増やしてほしい。⇒PTA 見守りボランティアを募り 25 名応

募。現在もやってくださっています。 

 

【ご意見】 

●「児童間トラブル」 

「仲間はずれにされ，担任の先生が話を聞いてくれず，『勘違いだから』と一方的に注意された」「同じクラ

スの子が暴力を振るい先生方が注意してくれてもきかない」「先生は毅然とした態度で注意をしてほしい」 

●「先生方の言葉遣いや子どもへの対応」 

「先生の言葉遣いや感情をそのままぶつけるような注意の仕方が気になる」「強すぎる口調や舌打ちなどを

子どもにしている」「子どもに対して，『はっ？』『何言ってんの？』などの発言がある」「子どもに対して，

『お前』『どいつ』と言った呼び方をする」 

●「ケガの対応」 

「子どもがケガをしたとき担任の先生がその場にいたようだが連絡がなかった」「養護の先生から連絡があ

ったが、その場に担任がいたようだが電話を替わらなかったのはおかしい」 

 

【PTA 関係】 

・子どもの人数分役員をやったので，ボランティアをカウントするのは納得いかない。 

・PTA のポイント制をなくしてほしい。 

・任意加入制について。⇒コミュニティスクールと連携して新たな PTA活動について重点的にやってほし

い。 


